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韓国でアフリカ豚熱（ASF）続発！
防疫対策の再確認と徹底を ! !
○R5年12月22日、韓国の釜山広域市で捕獲された野生イノシシで
ASF陽性が確認（3,444件目）。既発生地域から100km以上離れた
地域での確認であり、車両等人為的要因による伝播の可能性大。
○韓国の飼養豚においても立て続けに発生しており、今後、アジア
圏からの入国者増加により、ASFウイルスに汚染された肉製品等
が違法に国内に持ち込まれる危険あり。
○引き続き、病原体侵入に最大限の警戒をお願いします！
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飼養衛生管理基準の遵守を徹底し、
自分の農場・家畜を疾病から守りま
しょう！
※野生動物の侵入防止対策
・飼養衛生管理区域への野生動物侵入防止
・豚舎周辺の除草、木の伐採
・豚舎内外の整理、整頓、清掃
・飼料タンク下等エサこぼれ防止
・堆肥舎、資材庫へも野生動物侵入防止
・豚舎内のネズミの駆除
・豚舎開口部への防鳥ネットの設置

※消毒の徹底
・農場や豚舎の出入り口、周辺の消毒
・農場に出入りする工事車両や農場の
従業員の車両を含めた全ての車両の洗浄、
消毒の徹底

※出荷の際の消毒に注意
・出荷車両内外（特に運転席）の消毒
・運転手の更衣や長靴の履き替えを徹底

ASFには有効なワクチンや治療法がなく、
発生した場合の畜産業界への影響は甚大
です！！人・車両・野生動物の出入によ
るウイルス侵入に最大限の警戒を！！


